
パラアミノ安息香酸エチルのアワビ類稚貝3種の剥離効果

誌名 水産増殖 = The aquiculture

ISSN 03714217

著者
河西, 一彦
有馬, 孝和
斎藤, 実

巻/号 35巻1号

掲載ページ p. 43-46

発行年月 1987年6月

農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat



パラアミノ安息香酸エチルのアワビ類稚貝

３種の剥離効果

河 西 一 彦・ 有 馬 孝 和・ 斉 藤 実

Eff ect of Ethyl-p-aminobenzoate on Exfoliation for Young Abalones

Kazuhiko KASAI, Takakazu ARIMA and Minoru SAITHO







１）パラアミノ安息香酸エチルを用いてアワビ類
３種の麻酔剥離を行い，実用上の適正濃度を求め
た。
２）適正麻酔濃度はフクトコブシ 75ppm，クロア
ワビ 50ppm となったが，メガイアワビでは当該
濃度は明らかでなかった。


